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食 事K 食 事K
1・陳良文「吐魯番文書中所見的高昌唐西州的蚕桑綿織業J I 



















谷文書(1 4 0 1、 3366、33 6 9、 3370、 3761号)を併せ移録し、とれら



















にあって、同時に豆慮軍の子総管を兼任し、やがて長安三(7 0 3 )年以後久しからずし
てその任を終えた後、敦埠の地で没し、西州に帰葬されたと推定する。同じく阿斯塔那に






池田温氏の見解( r沙州図経略考J (Ii榎博士還暦記念東洋史論叢』山川出版社、 1975
年)p. 100) もあることを付言しておきたい。 (T)































































貞観二三(6 4 9 )年にそれまでの西州の都護府治が亀蕊に遷され、その後永徽二(6 5 
1 )年に起こった阿史那賀魯の反乱によって、再び西州に移治されたとする説が、わが国
では定着していたと考えられる。とれに対して本稿は、貞観一四(6 4 0 )年に西州を設
置した時点から、顛慶三(6 5 8 )年に至るまで一貫して安西都護府は西州に留まったと
の立場をとり、各都護の名前とその就任時期及び彼らが帯びた官職名を、出土史料と編纂
史料を利用して明示する。





















富とは言いがたい。例えば第三章では、 「高昌延毒四(6 2 7 )年参軍氾顕祐遺言文書」













と とは罷踏される。(N ) 
1・王永時『惰唐五代経済史料蒙編校注目ー編(上 下) I 





出土の各種過所とその関連文書 (pP.89-93， pp. 202-203， pp. 694-699， pp. 960-961. pp. 1046 
-1048)、②阿斯塔那 4号墓出土の左憧憲関係の契約文書 (p.201， pp. 899-906， pp. 959-960)、
③阿斯塔那 363号墓出土のト老師関係の契約文書 (p.906)、④阿斯塔那 35号墓出土の各
種籍帳類とその伴出文書 (P.907， pp. 1048-1052)、および文書ではないが、⑤庸調麻布の題
記 (p.497， pp. 504-505)などがあり、そのほかにも、恰桂和卓 l号墓出土の「唐年次未詳何
好忍等匠人名籍J(pP. 135-136， pp. 229-230) と阿斯塔那 134号墓出土の「唐麟徳二(6 




下。阿斯塔那 363号墓:第七冊、 525頁以下。阿斯塔那 35号墓:第七冊、 386頁






籍帳研究』が高昌国時代のものとした(この判断は正当である)大谷 40 5 9号文書を、
なんの説明もなしに、唐代の雑俸の項に掲げているのは紹介者ならずとも理解に苦しむと
























いばかりか、あらためて一部報告の社撰さを教えられる結果となった。 (N) ~ 
【お詫び】一部ふれましたように、本誌第 6号と第 7号に印刷ミスがありましたの
で、余白をかりで正誤表を作成しました。お手元の両号をご訂正下さい。
第 6号 3頁 V (25) : Ii'新彊歴史叢董.lI- Ii'新彊歴史叢話.lI/4頁 V (52) : V (些)吋
V (~)/4 頁 V (57): r唐代的駅家和館駆試釈J- r唐代的駅家和館塞試釈J/ 5頁
VI (22) :中国敦煙吐魯番学会成立大会聾八三年全国敦埠監豊重学術討論会在蘭剖挙行
時中国敦埠吐魯番学会成立大会聾八三年全国敦埠学術討論会在蘭挙行
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